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レの建設」でした。当時シカゴ市の中心部に
は公衆トイレがないために不便であるし、衛
生上も問題がある事は認識されていました。
ところがこれは「醸造組合」と「百貨店組合」
の既得権益でした。バーや百貨店内のトイレ
は「誘客装置」で、トイレを借りるためにビー
ルを飲んだり商品を買ったりしなければなら
ない仕組みになっていたのです。もしも無料
の公衆トイレが出来れば、これらの店の収入
に影響がある事は明らかでした。
　シカゴロータリークラブはこれらの組合と2
年間の困難な交渉を続け、1909年に2ヵ所の
公衆トイレを建設することに成功したのでし
た。市民のニーズに従って市民団体を作り、
行政に働きかけて実施に至ったものであり、
単に金銭を出しただけの活動ではありません
でした。
　この活動を契機としてロータリークラブは
「身内の互助会」から「社会のために奉仕を行
う団体」へと変化を始め、現在の発展へとつ
ながっていったのでした。草創期のロータリ
ーの勢いを感じられる出来事ではないでしょ
うか。

◯ロータリーソング「それでこそロータリー」
◯ゲスト
　�陸上自衛隊西部方面混成団長
　兼ねて相浦駐屯地司令
 （久留米駐屯地司令 3月27日着任）
	 中澤　　剛 様

（佐世保RC名誉会員）

	 会長　富永　雅弘
　先週は今月のロータリー月間
である「水と衛生」について紹
介しました。ロータリーの最初
の「社会奉仕」は、シカゴの「公
衆トイレの建設」事業だと言わ
れています。これも「水と衛生」に関する事業
ですが、少々興味深い背景があるようです。
　ロータリーの創立の大きな目的は会員相互
の「物質的相互扶助」でした。ビジネスのル
ールやマナーが未発達の時代にあって、会員
同士で商取引を円滑にし、互いが利益を上げ
事業を発展させる事だけが入会の動機でし
た。したがって会員の事業内容や情報は機密
扱いとされ、閉鎖的な組織となっていまし
た。やがてこの様な利益至上主義や排他性は
世間から批判を浴びるようになり、ロータリ
アンからもこれを是正しようとの動きが起こ
ってきました。
　或るとき、入会を勧めた相手が「社会性が
無い」という理由で固辞したことからクラブ
でも社会に対する貢献の必要性が認められる
ようになり、1906年12月にクラブ定款を改正
し「シカゴ市の利益を促進し、親近感を市民
の間に広げる事」という条文が加えられまし
た。「クラブとして発展を望むのならば、存在
を正当化するために市民に対する何らかの奉
仕をしなければならない」というのが理由で
した。
　その後ポールハリスが会長に就任した際に、
この様な考えの下に行われたのが「公衆トイ
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　特に将棋の会に加えていただきまして、中
でも増本社長には全然勝てなかったのです
が、１回だけ勝たせていただいた思い出があ
りまして、佐世保一番の思い出です。本当に
ありがとうございました。
　思い返せば佐世保でいろいろな事があり、
いろいろなご指導をいただき、富永会長から
はロータリークラブの起源、発展の歴史も教え
ていただきまして、やっと１年たってロータ
リークラブとはこういうものだと本当のとこ
ろをわかった気がします。これも皆様のおか
げです。
　久留米は近いですので、もし機会がありま
したら来ていただければ大歓迎いたします。
また将棋の会に呼んでいただければ喜んでま
いりますので、引き続きましてよろしくお願
いいたします。
　本当に皆様どうもありがとうございました。

	 幹事　坂元　　崇
１．（�公財）ロータリー米山記念奨学会
　　 マンスリーニュース
　「�ハイライトよねやま216号」が届いており
ます。

２．海上自衛隊　練習艦隊司令官
	  海将補　泉　　博之 様
　�初級幹部海上実習で佐世保入港に際し
　レセプションご案内
　日時／平成30年4月7日㈯　18:00〜19:30
　場所／倉島岸壁　かしま艦上
　参加者 2名まで

３．佐世保地域文化事業財団
	  理事長　永元　太郎 様
　�アルカスSASEBOジュニアオーケストラ
　第6回定期演奏会
　　日時／4月28日㈯  開場13:30 開演14:00
　　会場／アルカスSASEBO
　　ご招待 2名様

	 朗遊会幹事　大久保利博
　次のとおり第３回朗遊会を開催致します。
皆様のご参加よろしくお願い致します。電話受
付中です。現在参加者20名。

�　陸上自衛隊西部方面混成団本部
	 総務科　広報班長　永田　隆義 様
	 総務科　庶務　　　深江　則弘 様
◯例会風景

�陸上自衛隊西部方面混成団長
兼ねて相浦駐屯地司令	 中澤　　剛 様

（佐世保RC名誉会員）

離任のご挨拶
　本日はこのような挨拶の機会
を与えていただき本当にありが
とうございます。
　ちょうど１年前の3月29日だ
ったと思います。ホテルオークラJRハウステン
ボスにおきまして名誉会員ということにさせ
ていただきました。それまでロータリークラ
ブとはどんなクラブか全然わかりませんでし
た。イメージとしては超VIPの方の集まりと
いうイメージを持っていましたが、その通り
でありました。…というような冗談を言える
くらい皆様には親しく付き合っていただきま
して本当にありがとうございます。
　１年前に挨拶をさせていただいた時も「私
はあと１年で佐世保を去ります」というご挨
拶をしたのですが、まだ昨日のように思い出
されます。
　私の部隊、西部方面混成団は3月26日をもっ
て佐世保を出発し、3月27日から福岡県久留米
市に本拠地を据えます。ですから、私、今回
はご栄転でもなんでもなく、ただの引っ越し
をするというだけなのです。
　この１年間、皆様には本当に親しくお付き
合いいただき、ご指導をいただき、このよう
な会に呼んでいただきまして大変ありがとう
ございました。

幹 事 報 告

朗遊会より

ごあいさつ
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　日時／2018年3月24日㈯  
　　　　11:30スタート
　　　　ダブルペリア
　場所／佐世保カントリー倶楽部
　　　　石盛岳コース

	 親睦活動委員会　廣瀬　章博
○今月の誕生祝い
　前田　恭宏さん（2日）
　田中　信孝さん（3日）
　西田　勝彦さん（3日）
　納所　佳民さん（8日）
　中島　祥一さん（12日）
　橋詰　文雄さん（17日）
　井手　孝邦さん（28日）
　増本　一也さん（31日）

	 親睦活動委員会　福田　金吾
富永　雅弘会長、増本　一也さん
松尾　文隆さん
　中澤　剛 陸上自衛隊西部方面混成団長兼ね
て相浦駐屯地司令のご来訪を歓迎して、又、
これからの久留米でのご活躍を祈念しており
ます。

富永　雅弘会長、坂元　　崇幹事
福田　金吾さん、米倉洋一郎さん
草津　栄良さん、岩﨑　友晴さん
高畑　和憲さん、德川　晃尚さん
平尾　幸一さん、西田　勝彦さん
福田　金治さん、筒井　和彦さん
山縣　義道さん、古賀　　巖さん
大久保利博さん、松尾　　貴さん
増本　一也さん、松尾　文隆さん

谷川　辰巳さん、廣瀬　章博さん
橋詰　文雄さん、河原　忠徳さん
橘髙　克和さん、石田　謙二さん
吉田　英樹さん、中川　知之さん
遠田　公夫さん、中村　徳裕さん
円田　浩司さん、大神　吉史さん
芹野　隆英さん、松尾　慶一さん
安福　竜介さん
　安部雅隆さんの卓話に期待してニコニコし
ます。

田中　信孝さん、西田　勝彦さん
中島　祥一さん、橋詰　文雄さん
井手　孝邦さん、増本　一也さん
　誕生日のお祝いありがとうございます。

	 松尾　慶一
　東京後楽ロータリークラブでの
メークアップの報告

『今どきの大学事情』

　新会員　安部　雅隆さん
　 （長崎国際大学 准教授）

　7月の入会以降、大変お世話
になっております。
　本日は「今どきの大学事情」と題しまし
て、今の大学経営及び大学キャンパスを一部
紹介いたします。

卓　　話

慶　　　祝

ニコニコボックス	 本日合計	 　42,000 円

	 累　　計	 918,000 円

◇

その他の報告

ニコニコボックス
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クラブ会報委員会 委 員 長　筒井　和彦　　 委　員　田中　信孝 ・ 中川　知之 ・ 西田　勝彦
副委員長　德川　晃尚　　 　　　　木下　貴夫 ・ 中嶋　　徹 ・ 川添　秀則

（今週の担当：德川　晃尚）
（カメラ担当：筒井　和彦）

　まず初めに大学を取り巻く環境に関してで
すが、ご承知のように18歳人口は平成4年の
205万人をピークに減少の一途を辿っており、
今後も増える見込みはありません。言うに及
ばず、この状況は我々大学経営に携わる者に
とって強烈な向かい風です。そのような環境
下で私が所属する長崎国際大学も2000年の開
学から10年間、18歳人口の減少と呼応するか
の如く入学者数を減らしました。しかし、そ
の後学園全体で改革・改善の機運を高め、
2010年から現在に至るまで上昇基調にうまく
乗っている状況にあります。ちなみに九州文
化学園グループとしては、長崎国際大学を筆
頭に、長崎短期大学、九州文化学園高等学
校、衛生看護専攻科、九州文化学園幼稚園、
調理師専修学校、歯科衛生士学院を有してお
り、学生・生徒・園児の現在の総計は4,000人
にのぼります。ちなみに2019年から旧花園中
学校跡地に新設の小中学校の設立も予定して
おり、地域の教育を担う機関として今後も邁
進していきます。
　続いて、私が感じる今の大学生像について
お話します。
　最近の大学生の特徴として「消極的」「無難」
「素直」の3要素が挙げられます。全学生がそ
うだとは言いませんが、上記の要素を抱える
学生が増えている印象はあります。その理由を
考えると、大学進学が大衆化している現在、
大学卒業という資格だけでは社会を生きる上
で強い武器にならない、何か資格を取ってお
かないと将来が不安と感じる学生が増えてい
ることに起因します。だからそのための勉強
に時間を割くため、遊びや課外活動に消極的
だと分析します。ただ、根は非常に真面目で
素直なんです。講義だってまじめに出席する
（学生が多い…）。従って、素直な学生らに対
し、勉強に拘らず夢中になれるものを見つけ
てあげること、そこで彼らの積極性を刺激す
ること、これこそが今の教員の仕事だと考え
ます。
　また、大学の講義についてはどのようなイ
メージをお持ちでしょうか。以前は「教員は黒
板と会話している」と揶揄されることもあり
ましたが、今は学生からの授業評価なるもの

＊4月  例会卓話者予定＊ 

４月４日	 観桜例会

４月11日	 佐世保税務署
	 　　　　　署長	 三本松宏泰 様
４月18日	 子供食堂

「親子いこいの広場 もくもく」
	 　　　　　代表	 数山　有里 様

４月25日	 NPO長崎嚥下リハビリテーション
	 研究会	 山部　一実 様

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊

日時／４月３日㈫（春休みの為）休会

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊

日時／４月12日㈭　19:00（食事）〜
会場／ホテルオークラJRハウステンボス

日時／４月26日㈭　19:00（食事）〜
会場／長崎国際大学 食堂

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認を
いたしますので、事務局までお知らせください。

が重視され、各講義の満足度・理解度が数値
化されます。学生にとって有益な授業が一発
でわかるため、その結果、研究面の業績が素
晴らしくても、評価の数値が低すぎると大学
教員としては失格の烙印を押されるわけで
す。また、出席管理などは今は機械で行って
います。ICチップが埋め込まれた学生証を教
室に備え付けの機械にタッチすることで出席
状況の把握ができるようになっています。
　以上のように大学も以前の姿とは随分と変
わっています。ただ、「教育」という産業は未
来永劫廃れないものだと考えておりますの
で、我々は変わらず教育力向上に力を入れて
いく所存です。
　今後とも本学の学生・生徒に対してご指
導・ご支援いただければ幸甚に存じます。


